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　金融・保険業、不動産業で見直された消費税の簡易課税制度の
みなし仕入率に経過措置が設けられ、本年９月30日までに「簡易
課税制度選択届出書」を提出すれば、来年４月１日以後開始する
課税期間であっても、届出書に記載した適用開始課税期間の初日
から２年間は、改正前のみなし仕入率が適用されます。

消費税のみなし仕入率の経過措置

8月の税務と労務8月 （葉月）AUGUST
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国　税／ 7月分源泉所得税の納付 
 8月11日

国　税／ 6月決算法人の確定申告 
（法人税・消費税等） 9月1日

国　税／ 12月決算法人の中間申告
 9月1日
国　税／ 9月、12月、3月決算法人 

の消費税等の中間申告 
（年3回の場合） 9月1日

国　税／ 個人事業者の消費税等の中
間申告 9月1日

地方税／個人事業税第1期分の納付
 都道府県の条例で定める日
地方税／個人住民税第2期分の納付
 市町村の条例で定める日



８月号─2

○
新
規
上
場
の
企
業
が
増
加

　

日
本
で
は
こ
れ
ま
で
、
大
き
く
分

け
て
三
回
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ブ
ー
ム
が

あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
次
ブ
ー
ム
は
一
九
七
〇
年
代

初
め
で
、
日
本
電
産
な
ど
「
も
の
づ

く
り
」
に
強
み
を
持
つ
ハ
イ
テ
ク
産

業
が
数
多
く
創
業
し
ま
し
た
。

　

第
二
次
ブ
ー
ム
は
八
〇
年
代
で
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
化
の
流
れ
の
中
で
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
な
ど
が
現
れ
ま
し
た
。

　

第
三
次
ブ
ー
ム
の
九
〇
年
代
以
降

は
、
Ｉ
Ｔ
分
野
で
起
業
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
Ｉ
Ｔ
が
加
速
度
的
に
進

歩
し
て
通
信
環
境
が
良
く
な
っ
た
り
、

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

普
及
等
し
た
こ
と
で
、
ア
イ
デ
ア
さ

え
あ
れ
ば
低
コ
ス
ト
で
起
業
で
き
る

時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

株
式
市
場
か
ら
見
て
も
、
活
力
あ

る
企
業
が
生
ま
れ
成
長
す
る
こ
と
は
、

日
本
経
済
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で

す
。

　

日
本
の
株
式
市
場
は
、
米
国
の
株

式
市
場
よ
り
も
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

活
力
に
依
存
す
る
度
合
い
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

我
が
国
の
上
場
企
業
約
三
五
〇
〇

社
の
う
ち
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
新
規
上

場
し
た
企
業
は
半
数
以
上
に
の
ぼ
り

ま
す
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
出
現
し
た
企
業

は
、
世
界
有
数
の
通
信
会
社
と
な
っ

た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
や
世
界
進
出
を
進

め
て
い
る
ユ
ニ
ク
ロ
な
ど
。
上
場
で

資
金
集
め
に
成
功
し
た
こ
と
が
企
業

規
模
を
拡
大
さ
せ
た
一
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

二
〇
一
三
年
に
は
五
八
社
が
新
規

上
場
し
、
〇
七
年
の
一
二
一
社
以
来

の
高
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
足
元
で

新
規
上
場
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
は
、
株
式
市
場
に
と
っ
て
追
い

風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
未
上
場
企
業
へ
の
資
金
供
給
が
貧

弱
な
日
本

　

我
が
国
の
新
規
上
場
企
業
の
規
模

は
、
米
国
に
比
べ
る
と
小
さ
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
三
年
に

上
場
し
た
企
業
が
調
達
し
た
資
金
は
、

平
均
で
二
〇
億
円
弱
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は

成
功
段
階
で
早
い
時
期
に
新
規
上
場

に
踏
み
切
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
飛

躍
す
る
た
め
に
資
金
を
調
達
し
よ
う

と
し
て
も
有
力
な
選
択
肢
が
乏
し
い

か
ら
で
す
。

　

上
場
し
て
い
な
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
に
資
金
を
提
供
す
る
市
場
が
未
成

熟
で
、
株
式
上
場
に
よ
る
資
金
調
達

を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
現
実

が
あ
り
ま
す
。

○
日
米
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
投

資
額
に
大
き
な
差

　

我
が
国
で
は
、
新
し
い
会
社
に
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
を
供
給
す
る
こ
と
が
少

な
い
た
め
、
新
規
上
場
を
成
長
段
階

で
早
い
時
期
に
行
わ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
上
場
す
る
に
は

会
社
の
体
制
づ
く
り
や
情
報
開
示
の

義
務
等
が
あ
り
、
事
業
以
外
の
こ
と

に
経
営
資
源
が
振
り
向
け
ら
れ
、
成

長
の
阻
害
に
な
る
場
合
も
多
々
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
米
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
市
場

で
は
、
Ｍ
＆
Ａ
が
投
資
マ
ネ
ー
を
循

環
さ
せ
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
全
米
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
協
会
に
よ
る
と
、
米
国
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
投
資
先
が
Ｍ

＆
Ａ
の
対
象
と
な
っ
た
件
数
が
二
〇

一
二
年
に
四
八
七
件
も
あ
り
ま
し
た
。

新
規
上
場
企
業
へ
の
投
資
が
四
九
件

だ
っ
た
の
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま

す
。

　

資
金
力
と
技
術
力
を
持
つ
大
企
業

が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
買
収
す
る
こ

と
も
、
新
し
い
成
長
分
野
を
伸
ば
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
投
資
先
が

ベンチャー企業の現状
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買
収
さ
れ
る
こ
と
で
資
金
を
手
に
し

た
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
も
新
た

な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
と
資
金
を
回

せ
ま
す
。

　

我
が
国
で
も
大
企
業
に
よ
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
投
資
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

新
た
な
分
野
へ
の
進
出
の
種
を
外
部

企
業
に
求
め
始
め
て
い
ま
す
。
自
社

の
技
術
や
人
材
だ
け
で
は
開
発
で
き

な
い
こ
と
を
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
求

め
る
や
り
方
で
す
。

　

今
ま
で
大
企
業
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
を
下
請
け
企
業
の
よ
う
に
低
く

見
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
両
社
で

新
た
な
成
長
分
野
の
開
拓
に
臨
む
く

ら
い
の
意
識
が
必
要
な
時
代
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

○
起
業
家
の
育
成
・
支
援

　

日
本
で
は
大
学
を
卒
業
す
る
と
大

企
業
へ
の
就
職
を
第
一
に
優
先
し
て

考
え
ま
す
。
米
国
の
よ
う
に
優
秀
な

理
系
の
学
生
が
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の

創
業
間
も
な
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に

入
社
す
る
な
ど
、
起
業
す
る
文
化
が

ま
だ
未
熟
な
段
階
で
す
。

　

起
業
で
成
功
し
た
事
例
が
米
国
な

ど
に
比
べ
て
少
な
い
た
め
、
前
例
主

義
の
保
険
会
社
や
機
関
投
資
家
が
な

か
な
か
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
資
金
を

振
り
向
け
な
い
こ
と
や
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
へ
の
投
資
促
進
措
置
で
あ
る

エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
も
あ
ま
り
機
能
し

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
税
制
の
メ

リ
ッ
ト
が
低
い
こ
と
や
使
い
勝
手
が

悪
い
な
ど
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
ま

だ
日
本
で
は
育
ち
に
く
い
環
境
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
立
ち
上
げ
て
成
功

し
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

【
事
例
１
】　

Ｎ
社
（
化
粧
品
等
充
填

装
置
、
成
型
装
置
製
造
）

　

Ｎ
社
の
社
長
は
、
開
業
以
前
は
化

粧
品
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
会
社
に
勤
務
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
こ
で
の
関
連
か
ら
、

大
企
業
が
入
っ
て
こ
な
い
狭
い
市
場

に
お
い
て
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
を
用

い
て
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
化

粧
品
の
圧
縮
成
型
を
可
能
と
す
る
装

置
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
職
人
の
経
験
と
勘
に
頼

っ
て
い
た
化
粧
品
成
型
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
管
理
で
プ
レ
ス
パ
タ
ー
ン
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
圧

縮
成
型
が
不
可
能
だ
っ
た
粉
末
を
自

在
に
固
定
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
化
粧
品
・
食
品
・

医
療
等
の
充
填
装
置
、
成
型
装
置
の

設
計
・
製
造
分
野
に
進
み
、
現
在
、

国
内
特
許
を
一
〇
件
、
国
外
特
許
二
〇

件
も
取
得
し
、
他
社
は
容
易
に
参
入

で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
請
け
で
な
い
こ
と
か
ら

親
企
業
の
意
向
も
関
係
な
く
、
景
気

等
に
も
そ
れ
ほ
ど
左
右
さ
れ
な
い
企

業
体
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。
売
上
は

毎
年
上
昇
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
事
例
２
】　

Ｕ
社
（
ミ
ド
リ
ム
シ
活

用
の
食
品
、
化
粧
品　

従
業
員
六
二

名
）

　

Ｔ
大
卒
業
生
が
設
立
し
た
企
業
で
、

ミ
ド
リ
ム
シ
を
中
心
と
し
た
微
細
藻

類
に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

以
前
か
ら
ク
ロ
レ
ラ
の
研
究
を
し

て
い
た
Ｙ
社
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、

石
垣
島
に
て
ミ
ド
リ
ム
シ
の
大
量
培

養
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ミ
ド
リ
ム
シ
活
用
の
機
能
性
食
品

（
人
間
に
必
要
な
栄
養
素
の
大
部
分

を
含
む
）
や
化
粧
品
の
分
野
に
進
出

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
宇
宙
食
や
製
鉄
所
の
二

酸
化
炭
素
削
減
に
も
ミ
ド
リ
ム
シ
が

役
立
つ
こ
と
か
ら
、
食
料
問
題
や
環

境
問
題
等
へ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
３
】　

Ｍ
社
（
光
学
機
器
製
造　

従
業
員
二
七
名
）

　

M
社
は
、
創
業
以
来
、
自
社
ブ
ラ

ン
ド
の
測
定
工
具
顕
微
鏡
や
光
学
レ

ン
ズ
な
ど
を
主
に
製
造
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
光
学
機
器
の
焦
点
微
調

整
で
培
っ
た
微
細
な
技
術
・
ノ
ウ
ハ

ウ
が
異
な
る
用
途
に
応
用
で
き
な
い

か
と
考
え
、
位
置
決
め
分
野
に
着
目

し
、
ア
リ
溝
式
ス
テ
ー
ジ
を
開
発
し

製
品
展
開
を
図
り
ま
し
た
。
知
的
特

許
を
国
内
一
五
件
、
国
外
五
件
、
意

匠
権
四
〇
件
等
で
保
護
し
て
い
ま
す
。

汎
用
位
置
決
め
用
途
の
必
需
品
と
し

て
認
め
ら
れ
、
世
界
に
販
路
を
拡
大

中
で
す
。

　

以
上
の
事
例
か
ら
、
特
許
な
ど
の

法
的
手
続
き
で
自
社
の
事
業
を
保
護

す
る
こ
と
、
大
手
企
業
で
は
採
算
の

取
れ
な
い
小
さ
な
市
場
へ
の
進
出
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
提
携

企
業
、
大
手
企
業
、
大
学
、
研
究
機

関
と
の
共
同
開
発
も
検
討
が
必
要
で

す
。
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　日本貿易振興機構（ジェトロ）が本年３
月に公表した「日本食品に対する海外消費
者アンケート調査（６都市比較版）」による
と、好きな外国料理は、全体で「日本料理」
がトップだったことが分かりました。
　「日本料理」が好きな理由の１〜３位に
は「味の良さ」、「健康に配慮」、「洗練され

ている・高級感」となっています。一方で、
「価格が高い」（18.1％）との回答もありま
す。
　好きな日本料理は、「寿司・刺身」が多く、
以下、「天ぷら」、「焼き鳥」、「ラーメン」です。
寿司・刺身は６都市全てで１位でした。
　調査はモスクワ、ホーチミン、ジャカル
タ、バンコク、サンパウロ、ドバイに居住
する10 〜 50代の男女、各都市500人、
合計3,000人からの回答です。

　近年、雇用者の介護問題と育児問題が深
刻さを増しています。
　Ａ研究所の調査では、「介護リスクのある
親」を持つ会社員は51〜 55歳で51.4％、
56 〜 60歳で44.5％、46 〜 50歳で42.7
％、41〜 45歳で30％でした。
　また、総務省調査では介護を理由に離職
する人は、2008年〜 12年の合計で48万
6,000人です。
　一方、出産・育児のため離職した人は、
2008年〜 12年の合計で125万5,000人
です。
　育児をしている雇用者665万人の中で、
晩婚化で介護と育児を同時にしないといけ
ない社員が出てきています。
　Ｂ氏は「もう一度職場復帰できる環境は
必要。20 〜 30代の育児休暇がとりやす
い職場は介護でもその雰囲気になる」と指
摘しています。
　企業にとって社員の介護と育児を保障で
きる環境づくりが必要でしょう。

　

掃
除
に
関
係
の
あ
る
ク
イ
ズ
で
す
。

Ｑ
１　

あ
る
場
所
で
す

　
　

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
、
大
き
な
岩

山
、
千
葉
な
の
に
東
京
、
ミ
ッ
キ

ー
マ
ウ
ス

Ｑ
２　

Ｑ
１
を
作
る
と
き
に
一
番
大

切
に
し
た
考
え
と
は
、
ど
ん
な
こ

と
で
し
ょ
う
？

　
　

お
客
様
に　
　
　

と　
　
　

を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

Ｑ
３　

Ｑ
２
の　
　
　

を
実
現
す
る

た
め
に
一
番
力
を
入
れ
て
大
切
に

し
て
い
る
仕
事
は
何
で
し
ょ
う
？

Ｑ
４　

Ｑ
３
の
仕
事
に
は
具
体
的
な

目
標
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

が　
　
　

で
き
る
く
ら

い
、
キ
レ
イ
に
す
る

　

職
場
を
毎
日
掃
除
す
る
こ
と
は
ム

リ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
掃
除
は
定
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《
答
》
１
：
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド　

２
：
夢
・
感
動　

３
：
掃
除　

４
：
赤
ち
ゃ
ん
・
ハ
イ
ハ
イ

好きな外国料理 （単位：％）
１位 ２位 ３位 １〜３位合算

日本料理 38.4 17.2 10.7 66.3
イタリア料理 15.6 15.9 14.9 46.4
中国料理 14.0 16.6 11.9 42.5
韓国料理 5.4 10.5 8.6 24.6
アメリカ料理 4.1 7.9 9.9 21.9
フランス料理 4.0 7.1 7.7 18.8
タイ料理 2.9 5.0 5.5 13.4
インド料理 5.1 3.5 3.9 12.5
メキシコ料理 1.2 3.1 6.0 10.3
中東・アラブ料理 1.7 3.7 4.3 9.7
「日本食品に対する海外消費者アンケート調査（６都市比較版）」（ジェトロ）から抜粋

海外で「寿司・刺身」は大人気

介護と育児のできる職場へ
掃
除


